
戦
略
と
し
て
の
言
説
『
老
子
』

橋
　
本
　
敬
　
司

一
視
座
の
設
定

従
来
の
「
老
子
」
思
想
研
究
は
、
言
語
が
、
何
ら
か
の
事
物
を
指
し
示
す
記
号
で
あ
り
、
ま
た
作
者
の
思
考
を
そ
の
ま
ま
に
表
現
し
た

も
の
で
あ
る
と
す
る
言
語
の
可
能
性
を
信
じ
る
実
体
的
思
考
に
立
つ
言
語
観
を
暗
黙
の
前
提
と
し
て
、
言
葉
の
奥
に
隠
さ
れ
た
意
味
を
通

し
て
思
想
を
再
構
築
す
る
と
い
う
言
語
的
意
味
解
私
が
営
み
を
続
け
て
き
た
。
し
か
し
、
言
語
記
号
は
そ
れ
自
体
が
本
質
と
し
て
の
意
味

を
備
え
て
い
る
の
で
は
な
く
・
他
の
記
号
と
の
差
異
の
中
か
ら
慈
意
的
に
意
味
が
与
え
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
撃
つ
ま
り
、
言
語
の
意
味
は

実
体
論
的
に
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
関
係
論
的
に
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
言
語
は
、
単
に
意
味
を
指
し
示
す
の
み
な

ら
ず
、
こ
の
意
味
指
示
機
能
を
利
用
し
っ
つ
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
形
成
し
、
意
味
を
超
え
て
他
者
に
働
き
か
け
動
か
す
機

能
.
力
を
も
備
え
て
い
る
の
で
あ
辱
こ
の
よ
う
に
言
語
を
捉
え
る
視
線
か
ら
・
人
間
存
在
の
在
り
方
に
関
し
て
は
、
言
語
に
よ
っ
て
他

者
と
の
関
係
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ
、
人
は
そ
の
都
度
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
身
体
を
解
体
構
築
し
関
係
を
物
象
化
す

る
こ
と
で
自
己
の
存
在
と
意
味
を
発
見
す
る
関
係
的
事
的
存
在
で
あ
る
と
す
る
関
係
弘
鴨
身
体
弘
新
地
平
が
開
か
れ
・
テ
ク
ス
ト
解
釈
に

関
し
て
は
、
テ
ク
ス
ト
と
読
者
と
の
関
係
に
お
い
て
、
読
者
を
関
係
論
的
に
主
体
化
す
る
テ
ク
ス
ト
の
力
と
は
何
か
、
ま
た
単
な
る
実
体

的
意
味
解
釈
で
は
な
い
、
読
む
行
為
と
し
て
の
テ
ク
ス
ト
解
釈
と
い
う
新
た
な
読
み
の
可
能
性
の
地
平
が
開
か
れ
る
の
で
あ
る
。
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さ
て
、
テ
ク
ス
ト
『
老
子
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
言
説
が
あ
る
。

江
海
所
以
能
為
百
谷
王
者
、
以
其
善
下
之
。
故
能
為
百
谷
王
。
是
以
聖
人
欲
上
民
必
以
言
下
之
、
欲
先
民
必
以
身
後
之
。
(
6
6
『

聖
人
が
民
の
上
に
立
つ
た
め
に
は
、
必
ず
言
葉
遣
い
を
謙
虚
に
し
、
民
に
先
ん
じ
る
た
め
に
は
、
必
ず
身
振
り
を
控
え
目
に
す
る
、
と
。

こ
こ
に
は
、
民
の
上
に
立
つ
関
係
を
保
持
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
聖
人
に
、
言
語
的
に
謙
虚
で
あ
る
と
い
う

言
語
戦
略
と
身
体
的
振
る
舞
い
に
お
い
て
控
え
目
に
す
る
と
い
う
身
体
戦
略
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
「
言
」
が
、
単
に
意
味
を
指
示
す
る

言
語
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
身
体
の
形
成
に
お
い
て
戦
略
的
に
用
い
ら
れ
る
言
語
で
あ
る
こ
と

は
明
白
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
r
老
子
』
に
お
い
て
も
、
言
語
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
形
成
す
る
媒
体
で
あ
る
と
同
時
に
目
的
達

成
の
た
め
の
戦
略
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。
従
っ
て
、
従
来
の
言
葉
の
意
味
作
用
を
前
提
と
し
、
そ
の
意
味
解
釈
に
よ
っ
て
思
想
を
再
構

築
す
る
研
究
方
法
で
は
、
他
者
あ
る
い
は
読
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
す
る
テ
ク
ス
ト
「
老
子
」
の
戦
略
性
を
読
み
解
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
は
、
テ
ク
ス
ト
「
老
子
』
に
お
い
て
、
ま
ず
言
語
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
次
に
他
者
あ

る
い
は
読
者
を
自
ら
の
理
想
と
す
る
道
の
世
界
へ
導
く
た
め
に
如
何
な
る
言
語
戦
略
を
用
い
た
の
か
、
r
老
子
」
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の

言
語
戦
略
即
ち
存
在
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
r
老
子
L
が
何
を
語
ろ
う
と
し
た
の
か
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
に

語
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

二
　
言
語
に
つ
い
て

ま
ず
、
言
語
に
つ
.
い
て
r
老
子
」
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
見
て
い
き
た
い
。
「
善
行
無
轍
跡
、
善
言
無
暇
話
。
(
2
7
)
」
「
美
言

可
以
市
、
尊
行
可
以
加
入
。
(
竺
」
と
い
う
言
説
か
ら
、
r
老
子
」
に
お
い
て
、
言
語
は
交
換
価
値
を
備
え
た
も
の
と
し
て
肯
定
的
に
捉
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

し
か
し
一
方
で
、
「
希
言
自
然
。
(
害
」
と
、
余
計
な
こ
と
は
言
わ
ず
口
数
が
少
な
い
こ
と
が
自
然
で
あ
る
と
言
う
。
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ま
た
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

信
言
不
美
、
美
言
不
信
。
善
者
不
耕
、
梓
者
不
善
。
知
者
不
博
、
博
者
不
知
。
(
8
1
)

r
老
子
」
は
、
「
信
言
」
の
存
在
も
認
め
て
言
語
そ
の
も
の
を
絶
対
的
に
否
定
は
し
な
い
が
、
美
言
、
弁
論
、
博
識
を
否
定
す
る
こ
.
と
で
、

や
は
り
言
語
的
理
解
及
び
こ
れ
に
基
づ
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
身
体
の
拡
張
を
抑
制
す
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
言
語
に
対
し
て
懐
疑
払
さ
あ
っ
た
r
老
王
が
・
「
多
言
教
窮
(
5
)
」
と
「
多
言
」
即
ち
過
剰
な
言
語
活
動
は
混
乱
を
招
く
こ
と

に
な
る
と
し
て
否
定
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
r
老
子
」
の
言
語
を
巡
る
言
説
は
、
明
ら
か
に
言
語
的
理
解
、
言
語
掛
営

み
の
拡
大
化
、
つ
ま
り
言
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
身
体
拡
張
の
抑
制
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

更
に
「
老
子
」
は
、
「
知
者
不
言
、
言
者
不
知
。
(
5
6
)
」
と
、
解
っ
て
い
る
も
の
は
言
わ
な
い
し
、
言
う
鴻
の
は
解
っ
て
い
な
い
と
言
っ

て
い
た
。
こ
れ
は
、
言
語
表
現
が
事
の
本
質
を
言
い
表
す
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
言
語
の
不
可
能
性
を
説
い
た
も
の
で
あ
り
、
結
局
の

と
こ
ろ
r
老
子
」
は
、
言
語
が
表
す
世
界
を
信
じ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

「
老
子
」
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
。

天
下
皆
知
美
之
鵠
美
、
斯
悪
巳
。
皆
知
善
之
為
善
、
斯
不
善
巳
。
故
有
無
相
生
、
難
易
相
成
、
長
短
相
校
、
高
下
相
傾
、
音
響
相

和
、
前
後
相
随
。
是
以
聖
人
虚
無
寛
之
事
、
行
不
言
之
教
。
(
2
)

美
悪
、
善
不
善
、
有
無
、
難
易
、
長
短
、
高
下
、
音
声
、
前
後
な
ど
の
対
立
物
を
備
え
た
相
対
的
な
概
念
が
、
全
て
「
美
の
美
た
る
を
知

る
、
善
の
善
た
る
を
知
る
」
と
い
う
、
「
知
る
」
と
い
う
人
間
の
認
識
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
物
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、

「
無
為
の
事
に
処
り
、
不
言
の
教
え
を
行
う
」
と
言
う
。
こ
の
言
説
か
ら
「
無
為
」
が
認
識
に
よ
る
事
物
の
相
対
化
・
秩
序
化
で
は
な
い
こ

と
、
「
不
言
の
教
え
」
が
認
識
を
形
成
す
る
根
幹
で
あ
り
事
物
を
分
節
化
し
相
対
化
す
る
言
語
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
、

と
考
え
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

言
語
戦
略
の
観
点
か
ら
見
て
、
こ
の
言
説
の
特
に
重
要
な
と
こ
ろ
は
、
「
不
言
の
教
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
、
『
老
子
し
の
目
指
す
教
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え
が
、
言
語
に
よ
る
表
現
が
不
能
で
あ
る
と
し
て
、
読
者
を
r
老
子
」
を
言
語
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
状
態
へ
と
追
い
こ
ん
で

行
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
読
者
が
「
不
言
の
教
と
は
一
体
何
か
」
と
言
葉
に
よ
っ
て
問
う
こ
と
さ
え
許
さ
れ
て
は
い
な
い
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
言
語
表
現
と
言
語
的
理
解
が
不
可
能
で
あ
る
と
す
る
立
場
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
r
老
子
」
は
、
他

者
あ
る
い
は
読
者
を
し
て
言
語
的
思
考
停
止
の
陸
路
へ
と
追
い
込
ん
で
行
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
同
時
に
、
r
老
子
」
が
言
語

の
意
味
指
示
機
能
に
よ
っ
て
自
ら
の
思
想
を
表
現
す
る
な
ら
、
r
老
子
」
の
言
語
も
ま
た
何
も
真
実
を
表
現
し
得
な
い
と
い
う
ア
ポ
リ
ア

に
自
ら
陥
る
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
r
老
子
」
が
ど
の
よ
う
な
言
説
に
よ
っ
て
、
人
々
を
あ
る
い
は
読
者
を
自
ら
の
世
界
へ
引
き
入

れ
よ
う
と
し
た
の
か
、
以
下
そ
の
言
語
戦
略
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

三
　
説
得
す
る
『
老
子
L

r
老
子
」
は
そ
の
ア
ポ
リ
ア
を
、
自
ら
の
言
説
を
特
権
化
す
る
こ
と
で
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
。

、吾
言
甚
易
知
、
甚
易
行
。
天
下
莫
能
知
、
莫
能
行
。
言
有
宗
、
事
有
君
。
夫
唯
無
知
、
是
以
不
我
知
。
(
7
0
)

「
老
子
」
は
、
私
の
言
葉
は
理
解
し
や
す
く
実
行
し
や
す
く
、
ま
た
、
は
っ
き
り
と
主
旨
の
あ
る
言
説
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
天
下

の
人
々
に
は
理
解
で
き
る
も
の
も
実
行
で
き
る
も
の
も
い
な
い
、
と
言
う
。
言
語
が
不
完
全
で
あ
っ
て
も
r
老
子
」
の
言
説
だ
け
は
他
者

の
そ
れ
と
は
異
な
り
特
権
的
価
値
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
人
々
は
そ
れ
が
理
解
で
き
な
い
し
、
実
行
す
る
こ
と
も
で
き
な

か
っ
た
。
何
故
な
ら
、
r
老
子
」
を
意
味
的
に
解
釈
す
る
た
め
の
解
読
コ
ー
ド
が
共
有
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

テ
ク
ス
ト
r
老
子
」
は
次
の
よ
う
な
言
説
で
始
め
ら
れ
て
い
た
。

道
可
道
、
非
常
道
。
名
可
名
、
非
常
名
。
無
名
天
地
之
始
、
有
名
萬
物
之
母
。
(
1
)

r
老
子
」
は
、
自
ら
が
説
く
道
と
名
と
は
他
者
が
説
く
そ
れ
ら
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
明
す
る
。
こ
の
言
説
は
、
「
老

子
」
の
言
説
が
、
他
者
・
読
者
が
獲
得
し
て
い
る
道
を
価
値
と
す
る
価
値
体
系
及
び
名
即
ち
言
語
体
系
と
は
異
な
っ
た
価
値
体
系
言
語
体

四
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系
の
中
で
発
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
翻
っ
て
、
読
者
が
理
解
し
て
い
る
道
の
意
味
内
容
と
そ
れ
を
解
釈
す

る
た
め
に
獲
得
し
て
い
る
言
語
体
系
及
び
解
読
コ
ー
ド
が
、
「
老
子
」
の
そ
れ
ら
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
r
老
子
」
の
言
説
を
理
解
す
る
た

め
に
は
無
効
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
無
効
だ
と
説
い
た
だ
け
で
は
、
他
者
・
読
者
を
自
己
の
世
界
へ
導
く
こ
と
は
で
き

な
い
。
従
っ
て
、
た
と
え
言
語
が
不
完
全
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
解
読
コ
ー
ド
を
共
有
す
る
地
点
に
お
い
て
、
他
者
・
読
者
に
r
老
子
」

の
言
説
の
意
味
の
確
実
な
理
解
を
促
し
な
が
ら
、
既
得
の
解
読
コ
ー
ド
が
無
効
で
あ
る
こ
と
を
意
味
的
に
理
解
さ
せ
解
体
へ
と
導
く
必
要

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
「
老
子
」
は
意
味
理
解
を
伴
う
逆
説
と
い
う
言
語
戦
略
を
用
い
る
の
で
あ
る
。

天
下
莫
柔
弱
於
水
、
而
攻
堅
強
者
莫
之
能
勝
、
以
其
無
以
易
之
。
弱
之
勝
強
、
柔
之
勝
剛
、
天
下
莫
不
知
、
莫
能
行
。
…
…
正
言
草

反
。
(
7
8
)

天
下
の
人
々
が
共
有
す
る
「
強
固
な
も
の
が
柔
弱
な
も
の
に
勝
つ
」
と
い
う
既
成
の
考
え
方
で
あ
る
解
読
コ
ー
ド
を
反
転
さ
せ
る
た
め
に
、

世
の
中
で
最
も
柔
弱
で
あ
る
水
が
強
固
な
も
の
を
打
ち
砕
く
こ
と
を
、
理
解
を
助
け
る
た
め
の
例
と
し
な
が
ら
「
弱
い
も
の
が
強
い
も
の

に
勝
ち
、
柔
ら
か
な
も
の
が
堅
い
も
の
に
勝
つ
」
こ
と
の
理
解
を
『
老
子
」
は
促
す
。
そ
し
て
、
正
し
い
言
葉
は
あ
た
か
も
真
実
と
は
反

対
で
あ
る
か
の
よ
う
な
逆
説
の
言
説
で
あ
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

r
老
子
L
は
ま
た
、
逆
説
に
よ
っ
て
、
解
読
コ
ー
ド
と
表
裏
を
な
す
所
謂
価
値
を
否
定
す
る
。

大
道
靡
、
有
仁
義
、
慧
智
出
、
有
大
偶
、
六
親
不
和
、
有
孝
惑
、
国
家
昏
乱
、
有
忠
臣
。
(
1
8
)

仁
義
、
孝
意
、
忠
臣
と
い
っ
た
価
値
は
、
大
道
が
廃
れ
る
、
家
族
関
係
が
う
ま
く
行
か
な
い
、
国
家
が
混
乱
す
る
、
と
い
っ
た
現
象
の
結

果
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
仁
義
は
大
道
実
現
の
た
め
の
、
孝
慈
は
家
族
が
和
す
る
た
め
の
、
忠
臣
は
国
家
が
平
和
に
治
ま
る
た
め

の
価
値
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
r
老
子
」
は
、
逆
説
に
よ
っ
て
、
所
謂
価
値
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
が
実
は
根
源
的
価
値
で
は

な
く
二
次
的
価
値
に
過
ぎ
ず
、
更
に
は
反
価
値
で
さ
え
あ
る
こ
と
を
明
確
し
、
そ
れ
ら
を
価
値
と
捉
え
る
解
読
コ
ー
ド
の
無
効
性
を
理
解

五
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さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

次
の
言
説
を
見
て
み
よ
う
。

故
共
通
而
後
徳
、
失
徳
而
後
仁
、
失
仁
雨
後
義
、
失
義
而
後
種
。
夫
檀
者
、
忠
信
之
薄
、
而
乱
之
首
。
(
型

仁
、
義
、
礼
即
ち
孔
子
か
ら
孟
子
、
筍
子
へ
と
展
開
す
る
儒
家
の
価
値
が
発
生
論
的
に
説
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
儒
家
的
価
値
は
、

道
を
失
っ
た
と
い
う
第
一
原
因
か
ら
の
展
開
に
過
ぎ
ず
、
い
ず
れ
も
根
源
的
価
値
で
は
な
く
、
礼
に
至
っ
て
は
忠
信
の
心
を
失
っ
た
混
乱

の
元
凶
だ
と
さ
え
さ
れ
る
。
r
老
子
」
は
、
逆
説
に
よ
り
、
仁
、
義
、
礼
と
こ
れ
を
価
値
と
す
る
解
読
コ
ー
ド
を
解
体
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
民
が
生
活
の
中
で
獲
得
し
て
い
る
通
念
・
観
念
と
し
て
の
解
読
コ
ー
ド
を
解
体
し
よ
う
と
す
る
。

絶
聖
棄
智
、
民
利
百
倍
、
絶
仁
棄
義
、
民
復
孝
慈
、
絶
巧
棄
利
、
盗
賊
無
有
。
(
1
9
)

聖
、
智
を
捨
て
去
れ
ば
、
人
々
の
利
益
は
百
倍
と
な
り
、
仁
、
義
を
捨
て
去
れ
ば
、
人
々
は
孝
慈
の
心
を
取
り
戻
し
、
巧
み
の
技
と
利
益

を
捨
て
去
れ
ば
、
盗
賊
は
存
在
し
な
く
な
る
、
と
。
こ
れ
も
逆
説
に
よ
っ
て
、
儒
家
に
お
い
て
価
値
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
聖
、

智
、
仁
、
義
が
却
っ
て
人
々
の
利
益
を
妨
げ
孝
慈
の
心
を
失
わ
せ
、
世
俗
が
価
値
だ
と
見
な
す
巧
み
の
技
と
利
益
が
却
っ
て
盗
賊
を
存
在

せ
し
め
て
い
る
、
と
し
て
、
そ
れ
ら
が
価
値
で
は
な
い
ど
こ
ろ
か
反
価
値
で
さ
え
あ
る
こ
と
を
明
か
に
す
る
で
あ
る
。

次
の
言
説
は
、
人
間
が
自
ら
の
欲
を
根
拠
に
形
成
し
た
身
体
的
感
覚
的
価
値
を
解
体
す
る
も
の
で
あ
る
。

五
色
令
人
目
盲
、
五
音
令
人
耳
聾
、
五
味
令
人
口
爽
、
馳
脾
蚊
猟
、
令
人
心
号
狂
、
難
得
之
貨
、
令
入
行
妨
。
(
ほ
)

様
々
な
美
し
い
色
が
人
の
目
を
見
え
な
く
さ
せ
て
い
る
。
様
々
な
美
し
い
音
楽
が
、
人
々
の
耳
を
聞
こ
え
な
く
さ
せ
て
い
る
。
様
々
な
美

味
し
い
物
が
人
の
口
の
味
覚
を
損
な
わ
せ
て
い
る
。
乗
馬
や
狩
猟
な
ど
の
遊
び
が
人
々
の
心
を
惑
わ
せ
て
い
る
。
手
に
入
れ
難
い
貴
重
な

物
が
、
人
の
行
い
を
誤
ら
せ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
人
の
五
官
、
心
、
身
体
を
撃
つ
と
考
え
ら
れ
た
価
値
で
あ
り
良
い
と
さ
れ
る
物
や
行

い
に
よ
っ
て
、
却
っ
て
人
の
五
官
、
心
、
身
体
が
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
欲
望
の
反
転
を
示
唆
す
る
。

次
の
言
説
を
見
て
み
よ
う
。

天
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曲
別
全
、
柾
則
直
、
窪
則
盈
、
敵
則
新
、
少
別
得
、
多
則
惑
。
是
以
聖
人
抱
一
鵠
天
下
式
。
不
日
見
故
明
、
不
日
是
故
彰
、
不
日
伐

故
有
功
、
不
自
給
故
長
。
夫
唯
不
争
、
故
天
下
莫
能
輿
之
争
。
古
之
所
謂
、
曲
別
仝
者
、
豊
虚
言
哉
。
(
2
2
)

昔
の
言
葉
の
「
自
己
を
曲
げ
れ
ば
そ
の
身
を
全
う
で
き
る
」
と
い
う
言
葉
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
所
謂
常
識
的
観
点
を
反
転
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

牌
欲
欽
之
、
必
固
張
之
、
牌
欲
弱
之
、
必
固
強
之
、
格
欲
靡
之
、
必
固
興
之
、
格
欲
奪
之
、
必
固
輿
之
。
是
謂
微
明
。
柔
弱
勝
剛

強
。
魚
不
可
脱
於
淵
、
國
之
利
器
不
可
以
示
人
。
(
3
6
)

縮
め
よ
う
と
す
る
時
は
、
必
ず
一
旦
大
き
く
張
ら
せ
、
弱
め
よ
う
と
思
う
時
は
、
必
ず
一
旦
強
く
さ
せ
、
廃
れ
さ
せ
よ
う
ど
思
う
時
は
、

必
ず
一
旦
興
し
て
お
き
、
奪
い
取
ろ
う
と
思
う
時
は
、
必
ず
一
旦
与
え
て
お
く
。
国
の
大
切
な
も
の
は
人
に
見
せ
て
は
な
ら
な
い
。
と
。

こ
こ
で
は
、
観
念
の
解
体
の
み
で
は
な
く
、
戦
術
そ
の
も
の
を
逆
説
に
よ
っ
て
反
転
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
老
子
」
は
、
逆
説
に
よ
っ
て
、
所
謂
価
値
が
ど
の
よ
う
に
生
み
出
さ
れ
た
か
を
明
か
に
し
て
、
そ
の
価
値
が
価
値
で
は

な
く
却
っ
て
価
値
に
反
し
害
に
さ
え
な
る
反
価
値
で
あ
る
、
と
そ
の
価
値
の
構
造
を
説
き
明
か
す
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
価
値
と
こ
れ
ら
を

価
値
だ
と
捉
え
る
解
読
コ
ー
ド
を
否
定
し
解
体
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
社
会
的
に
形
成
さ
れ
た
通
念
・
観
念
と
し
て
定
着
さ
れ
た
一
つ

の
見
方
・
実
践
法
に
固
執
し
絶
対
化
す
る
こ
と
に
対
し
て
も
、
そ
の
逆
の
見
方
・
実
践
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
逆
説
に
よ
っ
て

示
す
の
で
あ
る
。
こ
の
r
老
子
」
の
逆
説
と
は
、
民
が
無
批
判
無
反
省
的
に
信
じ
て
い
る
価
値
、
観
念
、
通
念
と
い
っ
た
解
読
コ
ー
ド
の

全
て
が
無
効
で
あ
り
解
体
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
意
味
的
に
理
解
さ
せ
る
た
め
の
言
語
戦
略
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
逆
説
に
よ
り
、
人
々
の
解
読
コ
ー
ド
を
否
定
し
解
体
し
た
『
老
子
』
は
、
新
た
な
解
読
コ
ー
ド
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

天
下
多
忌
謹
、
而
民
弼
貧
、
民
多
利
器
、
國
家
滋
昏
、
人
多
伎
巧
、
春
物
滋
起
、
法
令
滋
彰
、
盗
賊
多
有
。
故
聖
人
云
、
我
無
為
、

而
民
自
化
、
我
好
静
、
而
民
自
正
、
我
無
事
、
而
民
自
富
、
我
無
欲
、
而
民
目
標
。
(
5
7
)

天
下
に
は
禁
令
が
多
く
な
る
と
、
民
は
い
よ
い
よ
貧
し
く
な
る
。
民
に
便
利
な
道
具
が
多
く
な
る
と
、
国
家
は
い
よ
い
よ
混
乱
す
る
。
人

七
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に
知
恵
や
技
術
が
増
え
る
と
、
変
わ
っ
た
物
が
ま
す
ま
す
増
え
る
。
法
令
が
は
っ
き
り
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
盗
賊
が
多
く
な
る
。
こ
の
言

説
に
お
い
て
も
r
老
子
」
は
、
法
の
整
備
、
便
利
な
道
具
、
知
恵
、
技
術
な
ど
と
い
っ
た
、
社
会
的
に
は
価
値
が
あ
る
と
さ
れ
る
も
の
が

か
え
っ
て
民
を
貧
し
く
し
、
国
家
を
混
乱
さ
せ
る
の
だ
と
い
う
逆
説
に
よ
っ
て
、
読
者
が
既
に
獲
得
し
て
い
る
共
通
認
識
、
思
考
の
枠

組
、
世
俗
的
価
値
と
い
っ
た
解
読
コ
ー
ド
を
形
成
す
る
要
素
を
否
定
し
解
体
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
聖
人
は
言
う
。
私
が
無
為
の

政
治
を
行
え
ば
民
は
自
ず
か
ら
感
化
さ
れ
、
私
が
平
静
を
好
め
ば
民
は
自
ず
か
ら
正
し
く
な
り
、
私
が
無
事
の
政
治
を
行
え
ば
民
は
自
ず

か
ら
豊
か
に
な
り
、
私
が
無
欲
で
あ
れ
ば
民
は
自
ず
か
ら
素
朴
に
な
る
。
」
と
し
て
、
r
老
子
」
は
、
聖
人
の
在
り
方
で
あ
る
「
無
為
、
無

事
、
無
欲
」
と
い
っ
た
新
た
な
解
読
コ
ー
ド
を
指
し
示
す
の
で
あ
る
。
次
の
言
説
も
同
様
で
あ
る
。

不
尚
賢
、
便
民
不
争
、
不
貴
難
得
之
貨
、
使
民
不
鳥
盗
、
不
見
可
欲
、
便
民
心
不
乱
。
是
以
聖
人
之
治
、
虚
其
心
、
賛
其
腹
、
弱
其

志
、
強
其
骨
。
常
使
民
無
知
無
欲
。
使
夫
智
者
不
敢
為
也
。
為
無
為
、
則
無
不
治
。
(
3
)

世
俗
の
社
会
で
価
値
あ
る
も
の
と
さ
れ
る
賢
者
、
手
に
入
れ
が
た
い
物
、
欲
し
い
物
が
、
民
を
争
わ
せ
盗
み
を
さ
せ
心
を
乱
れ
さ
せ
る
と

し
て
、
そ
の
価
値
を
否
定
し
た
上
で
、
聖
人
の
政
治
は
、
民
を
無
知
、
無
欲
に
さ
せ
、
知
者
に
何
も
で
き
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
。
無
為
を

為
せ
ば
治
ま
ら
な
い
こ
と
は
無
い
の
だ
、
と
言
う
。
こ
こ
で
も
、
「
無
知
・
無
欲
・
無
為
」
と
い
っ
た
解
読
コ
ー
ド
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
が
逆
説
の
中
で
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
無
」
が
既
に
構
築
さ
れ
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
有
で
あ
る
「
知
・
欲
・
為
」
を
否

定
し
反
転
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
無
知
・
無
欲
・
無
為
」
が
如
何
な
る
「
知
・
欲
・
為
」
で
あ
る
の
か
が
言
語
的
に
明
確

に
さ
れ
な
い
限
り
、
言
葉
に
よ
る
意
味
解
釈
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
新
た
な
解
読
コ
ー
ド
と
は
な
り
得
な
い
。

次
の
言
説
を
見
て
み
よ
う
。

是
以
聖
人
欲
不
欲
、
不
貴
難
得
之
貨
、
學
不
學
、
復
衆
人
之
所
過
。
以
輔
萬
物
之
自
然
、
而
不
敢
為
。
(
6
4
)

「
聖
人
は
、
人
々
が
欲
し
な
い
も
の
を
欲
し
、
人
々
が
手
に
入
れ
が
た
い
物
を
貴
ば
ず
、
人
々
が
学
ば
な
い
こ
と
を
学
び
、
人
々
の
行
き

過
ぎ
を
引
き
戻
す
」
と
、
多
少
の
具
体
性
を
加
え
た
か
の
観
が
あ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
も
、
人
々
あ
る
い
は
世
俗
社
会
が
前
提
と
し
て
厳

八
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然
と
存
在
し
、
こ
の
否
定
の
上
に
築
か
れ
た
考
え
で
あ
り
、
欲
し
な
い
も
の
学
ば
な
い
も
の
が
何
で
あ
る
の
か
言
語
的
に
は
明
ら
か
に
さ

れ
な
い
。
「
老
子
」
は
や
は
り
既
得
の
解
読
コ
ー
ド
を
否
定
す
る
の
み
で
、
読
者
に
は
、
依
然
と
し
て
新
た
な
解
読
コ
ー
ド
は
与
え
ら
れ

な
い
。
こ
れ
は
、
r
老
子
」
が
結
局
は
、
普
葆
解
釈
の
た
め
の
新
た
な
解
読
コ
ー
ド
を
設
定
し
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
何
故
な

ら
、
「
言
う
者
は
知
ら
ず
」
と
言
語
の
不
可
能
性
を
説
く
r
老
子
」
に
お
い
て
は
、
意
味
解
釈
の
た
め
の
解
読
コ
ー
ド
を
言
語
的
に
構
築
す

る
こ
と
は
、
r
老
子
」
が
否
定
し
た
そ
の
場
に
立
ち
戻
る
と
い
う
自
己
矛
盾
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
「
不
言
の
教
」
を
説
き
言
語
を

超
え
た
世
界
を
志
向
す
る
r
老
子
」
に
お
い
て
、
意
味
解
釈
の
場
は
乗
り
越
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
平
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
r
老
子
」
の
逆
説
の
言
説
と
は
、
多
木
浩
二
氏
が
、
「
説
得
の
方
は
受
信
者
が
あ
ら
か
じ
め
意
識
的
、
無
意
識
的
に
所
有

し
て
い
る
コ
ー
ド
を
確
認
さ
せ
る
テ
ク
ネ
t
で
あ
り
、
そ
れ
で
い
て
い
つ
の
ま
に
か
さ
ら
に
上
位
の
意
味
論
的
次
元
に
人
を
導
く
も
の
で

あ
る
。
…
…
説
得
は
現
状
の
倫
理
の
合
理
化
で
あ
る
。
」
⑧
と
説
く
よ
う
に
、
既
に
解
読
コ
ー
ド
が
共
有
さ
れ
た
言
語
ゲ
ー
ム
の
中
で
・
他

者
あ
る
い
は
読
者
が
『
老
子
』
の
言
語
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
そ
の
人
々
が
立
脚
す
る
言
語
的
思
考
の
場
所
と
解
読
コ
ー

ド
が
無
効
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
解
体
さ
せ
る
た
め
の
説
得
と
い
う
言
語
戦
略
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

四
　
誘
惑
す
る
『
老
子
』

し

1
　
道
の
言
説

言
語
に
よ
っ
て
解
読
コ
ー
ド
と
価
値
を
解
体
し
た
r
老
子
』
が
、
新
た
な
解
読
コ
ー
ド
も
価
値
も
提
示
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
他

者
・
読
者
は
言
語
的
理
解
の
方
向
性
が
与
え
ら
れ
な
い
思
考
停
止
の
宙
吊
り
に
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
こ
で

r
老
子
」
は
、
自
ら
の
世
界
そ
の
も
の
で
あ
る
道
に
つ
い
て
語
る
。

有
物
混
成
先
天
地
生
。
寂
今
蓼
今
、
墾
止
不
改
、
周
行
而
不
殆
、
可
以
鵠
天
下
母
。
吾
不
知
其
名
、
字
之
日
通
。
(
2
5
)

と
、
自
ら
言
語
的
に
道
と
命
名
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
道
を
従
来
の
道
と
差
別
化
し
て
新
た
な
概
念
を
創
出
し
、
新
た
な
価
値
を
提

九
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示
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
天
地
の
存
在
以
前
か
ら
存
在
す
る
道
は
、
当
然
人
の
経
験
を
超
え
た
存
在
で
あ
り
、
人
の
認
識
能
力
に
よ
っ

て
捉
え
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
存
在
・
概
念
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
の
道
は
次
の
よ
う
に
形
容
さ
れ
る
。

道
之
烏
物
、
惟
恍
惟
惚
。
惚
今
恍
今
、
其
中
有
象
、
恍
今
惚
今
、
其
中
有
物
。
窃
今
冥
今
、
其
中
有
精
、
其
楕
甚
眞
、
其
中
有
信
。

自
古
及
今
、
其
名
不
去
。
(
2
1
)

た
だ
道
の
恍
惚
た
る
状
態
が
形
容
さ
れ
る
の
み
で
、
道
そ
の
も
の
が
言
語
に
よ
っ
て
意
味
化
さ
れ
実
体
と
し
て
物
象
化
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
し
か
し
F
老
子
」
は
、
た
だ
道
と
い
う
名
だ
け
は
古
か
ら
今
ま
で
消
え
去
る
こ
と
は
な
い
、
と
言
う
。
つ
ま
り
、
道
と
い
う

名
称
は
あ
っ
て
も
明
確
な
概
念
規
定
は
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
言
説
も
あ
る
。

視
之
不
見
、
名
目
夷
、
酷
之
不
聞
、
名
目
希
、
博
之
不
待
、
名
目
微
。
此
三
者
不
可
致
詰
、
故
混
而
馬
一
。
其
上
不
敏
、
其
下
不

味
。
純
純
不
可
名
、
復
蹄
於
無
物
。
是
謂
無
状
之
状
、
無
物
之
象
、
是
謂
惚
恍
。
迎
之
不
見
其
首
、
随
之
不
見
其
後
。
執
古
之
道
、

以
御
今
之
有
。
能
知
古
始
、
是
謂
道
紀
。
(
1
4
)

こ
の
見
え
な
い
聞
こ
え
な
い
捉
え
ら
れ
な
い
道
が
、
人
間
の
感
覚
・
認
識
に
よ
っ
て
捉
え
る
こ
と
の
で
き
る
存
在
即
ち
実
体
的
存
在
で
な

い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
を
言
葉
に
よ
っ
て
捉
え
る
た
め
に
夷
、
希
、
微
と
言
う
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
道
は
縄
縄
と
し
て

は
て
し
な
く
言
語
に
よ
っ
て
明
確
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
な
存
在
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
人
間
の
感
覚
と
言
語
を
も
っ
て
捉
え
ら
れ
る
形

状
と
実
体
を
有
し
な
い
道
は
一
切
の
意
味
を
備
え
な
い
た
だ
名
付
け
ら
れ
た
道
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

次
の
言
説
は
、
こ
の
こ
と
を
よ
り
明
確
に
示
し
て
い
る
。

道
之
出
口
、
淡
乎
其
無
味
、
視
之
不
足
見
、
賠
之
不
足
間
、
用
之
不
足
既
。
(
3
5
)

「
道
は
言
葉
に
し
た
と
し
て
も
淡
白
で
味
は
無
い
」
と
い
う
こ
の
言
説
は
、
視
覚
聴
覚
で
捉
え
ら
れ
な
い
感
覚
を
超
え
た
存
在
で
あ
る
道

○
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と
い
う
名
称
が
、
言
語
的
に
何
か
特
別
な
意
味
を
内
包
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

更
に
r
老
子
」
は
、
「
通
常
無
名
。
(
3
2
)
」
、
「
道
隈
無
名
。
(
4
1
)
」
と
も
言
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
道
と
い
う
存
在
そ
の
も
の
は
、
具
体

的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
限
定
さ
れ
た
意
味
を
指
示
す
る
よ
う
な
言
語
名
称
を
持
っ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
道
は
仮
に
付
け
ら
れ
た
名
称
に
過

ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
言
説
か
ら
、
言
語
的
に
表
現
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
道
を
、
言
語
の
意
味
を
通
し
て
解
釈
し
意
味
的
に
実
体
化
す
る
こ
と
が
不

可
能
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
r
老
子
」
が
い
く
ら
道
と
命
名
し
形
容
し
ょ
う
と
も
、
言
語
を
超
え
た
存
在
で
あ
る
道
を
、
言

語
的
意
味
解
釈
に
よ
っ
て
捉
え
る
た
め
の
解
読
コ
ー
ド
は
ど
こ
に
も
無
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
意
味
も
不
明
で
仮
に
し
か
名
付
け

ら
れ
な
い
道
だ
か
ら
こ
そ
、
道
は
言
語
を
超
え
て
、
そ
の
存
在
を
魅
力
あ
る
も
の
へ
と
転
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
道
を
巡
る

r
老
子
L
の
言
説
は
、
意
味
を
読
者
に
理
解
さ
せ
道
の
存
在
を
理
解
さ
せ
る
説
得
の
戦
略
で
は
な
く
、
他
者
・
読
者
に
言
語
に
よ
る

思
考
を
停
止
さ
せ
な
が
ら
も
確
か
に
存
在
す
る
不
可
思
議
な
道
の
世
界
へ
と
誘
う
た
め
の
新
た
な
言
語
戦
略
な
の
で
あ
る
。

2
　
玄
徳
の
言
説

「
老
子
L
は
、
玄
徳
と
い
う
概
念
を
創
造
し
た
。

遺
生
之
、
徳
畜
之
、
物
形
之
、
勢
成
之
。
是
以
萬
物
莫
不
尊
道
而
貴
徳
。
遺
之
尊
、
徳
之
貴
、
ま
英
之
命
而
常
自
然
。
故
道
生
之
、

徳
富
之
、
長
之
、
育
之
、
亭
之
、
毒
之
、
養
之
、
覆
之
。
生
而
不
有
、
烏
而
不
悼
、
長
而
不
事
。
是
謂
玄
徳
。
(
5
1
)

道
は
万
物
を
生
じ
、
徳
が
万
物
を
養
い
、
万
物
を
生
育
さ
せ
、
成
熟
さ
せ
、
養
い
庇
護
す
る
。
万
物
を
生
じ
て
も
自
分
の
所
有
と
は
せ

ず
、
万
物
を
作
り
上
げ
て
も
自
分
の
誇
り
と
は
せ
ず
、
成
長
さ
せ
て
も
そ
れ
を
主
宰
は
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
道
は
、
万
物
を
生
じ
、
形

作
り
、
成
長
さ
せ
る
関
係
に
あ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
行
い
を
自
ら
の
価
値
と
し
て
誇
示
顕
示
し
た
り
し
な
い
こ
と
が
玄
徳
で
あ
る
と
言

う
。
従
っ
て
、
万
物
か
ら
す
れ
ば
、
万
物
を
生
じ
成
長
さ
せ
る
道
の
玄
徳
の
働
き
は
、
そ
れ
を
認
識
す
る
こ
と
も
言
語
的
に
分
節
し
て
意



戦略としての言説r老子J(橋本)

昧
化
す
る
こ
と
も
物
象
化
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
力
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

以
下
の
言
説
を
見
て
み
よ
う
。

吾
言
甚
易
知
、
甚
易
行
。
天
下
莫
能
知
、
莫
能
行
。
言
有
宗
、
専
有
君
。
夫
唯
無
知
、
是
以
不
我
知
。
知
我
者
希
、
別
我
者
貴
。
是

以
聖
人
被
褐
懐
玉
。
(
7
0
)

こ
の
言
説
か
ら
す
れ
ば
、
玄
徳
と
は
、
聖
人
が
自
己
の
深
く
に
蔵
し
他
者
に
見
ら
れ
な
い
よ
う
隠
さ
れ
た
徳
の
こ
と
で
あ
る
。

格
欲
欽
之
、
必
固
張
之
、
格
欲
弱
之
、
必
固
強
之
、
格
欲
際
之
、
必
固
輿
之
、
格
欲
奪
之
、
必
固
輿
之
。
是
謂
微
明
。
柔
弱
勝
剛

強
。
魚
不
可
脱
於
凋
、
國
之
利
器
不
可
以
示
人
。
(
3
6
)

こ
の
人
に
示
し
て
は
な
ら
な
い
国
の
利
器
も
、
や
は
り
言
語
的
に
明
確
に
さ
れ
る
こ
と
な
く
意
味
不
明
の
ま
ま
隠
さ
れ
て
お
り
、
言
語
に

よ
っ
て
意
味
理
解
す
る
こ
と
も
意
味
化
し
て
物
象
化
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
も
の
即
ち
玄
徳
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

「
老
子
」
が
、
言
語
的
意
味
解
釈
を
超
え
た
玄
徳
の
力
が
満
ち
た
地
平
に
他
者
・
読
者
を
誘
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

3
　
固
有
名
詞

r
老
子
」
と
い
う
テ
ク
ス
ト
の
特
色
を
、
小
川
環
樹
氏
は
「
文
体
の
著
し
い
特
色
の
一
つ
は
、
固
有
名
詞
を
ま
っ
た
く
用
い
て
い
な
い
こ

と
で
あ
る
。
」
⑨
と
指
摘
し
て
い
た
。
確
か
に
、
京
王
は
、
そ
.
の
理
想
的
人
間
存
在
を
た
だ
「
聖
人
」
と
い
う
一
般
名
詞
に
よ
っ
て
表
す

の
み
で
、
他
の
先
秦
諸
子
の
テ
ク
ス
ト
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
亮
、
舜
、
謁
と
い
っ
た
人
物
の
固
有
名
詞
は
勿
論
地
名
さ
え
も
挙
げ
ら
れ
る

こ
と
は
な
い
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
福
永
光
司
氏
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
%

固
有
名
詞
が
時
間
(
歴
史
)
と
空
間
(
風
土
)
に
制
約
さ
れ
た
個
別
的
・
具
体
的
な
存
在
を
よ
ぶ
言
葉
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の

書
物
に
固
有
名
詞
が
全
く
見
え
て
い
な
い
と
い
う
事
実
は
、
そ
れ
が
時
間
と
空
間
を
超
え
た
永
遠
普
遍
の
真
理
を
強
く
志
向
す
る
著

作
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
理
解
し
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
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r
老
子
L
が
永
遠
普
遍
の
真
理
を
志
向
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
抽
象
的
想
像
の
世
界
を
志
向
し
個
別
的
具
体
的
限
定
的
意
味
の
定
着
を
回

避
し
た
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

ま
た
、
固
有
名
に
つ
い
て
、
エ
マ
ニ
ユ
エ
ル
・
レ
ヴ
イ
ナ
ス
は
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

人
物
の
名
を
語
る
こ
と
、
そ
れ
は
顔
を
表
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
名
詞
や
常
套
句
の
只
中
に
あ
っ
て
、
園
有
名
は

意
味
の
解
体
に
抵
抗
し
、
私
た
ち
の
発
語
を
支
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
固
有
名
は
、
難
破
し
た
話
の
背
後
に
、
あ
る

種
の
知
解
可
能
性
の
終
焉
の
み
な
ら
ず
、
い
ま
ひ
と
つ
の
知
解
可
能
性
の
黎
明
を
も
見
て
取
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
く
れ
る
の
で
遮

な
い
だ
ろ
う
か
。
(
傍
点
原
著
¶

こ
の
よ
う
に
、
人
物
の
因
有
名
が
、
意
味
の
定
着
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

ま
た
、
イ
・
ヨ
ン
ス
ク
氏
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

固
有
名
詞
こ
そ
、
物
語
が
は
じ
ま
る
起
点
で
あ
る
し
、
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
語
を
生
み
出
す
物
語
の
種
子
を
宿
し
て
い
る
。
…
…

固
有
名
詞
は
、
個
体
に
強
固
に
結
び
つ
い
て
い
る
が
ゆ
え
に
こ
そ
、
全
体
論
的
体
系
の
支
配
を
す
っ
と
す
り
ぬ
け
、
外
部
へ
と
越
境

す
る
力
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
の
だ
亀

固
有
名
詞
を
用
い
る
こ
と
は
、
固
有
名
詞
独
自
の
意
味
に
よ
る
新
た
な
意
味
を
生
む
物
語
を
生
成
す
る
こ
と
で
あ
り
、
r
老
子
L
が
否
定

し
た
言
語
的
な
意
味
の
世
界
へ
と
引
き
戻
し
、
r
老
子
」
の
意
味
不
明
の
道
の
世
界
を
越
境
す
る
危
険
性
を
学
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
r
老
子
」
が
一
切
の
固
有
名
詞
を
用
い
な
か
っ
た
の
は
、
言
語
的
意
味
理
解
が
不
可
能
で
あ
る
よ
う
に
意
味
に
よ
る
中
心
化
を
回

避
し
ょ
う
と
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
意
味
を
不
明
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
意
味
に
よ
る
理
解
不
能
の
不
可
思
議
の
道
の
世
界
へ
他

者
・
読
者
を
誘
う
r
老
子
」
に
と
っ
て
、
強
烈
に
意
味
化
を
志
向
す
る
固
有
名
詞
を
用
い
な
い
こ
と
は
、
単
な
る
文
体
の
問
題
で
は
な
く
、

絶
対
不
可
欠
の
言
語
戦
略
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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4
　
誘
惑
の
戦
略

以
上
の
よ
う
に
、
『
老
子
』
の
最
も
重
要
な
概
念
で
あ
る
遺
、
玄
徳
と
い
う
力
、
ま
た
聖
人
が
固
有
名
に
よ
っ
て
語
ら
れ
な
い
と
い
う

こ
と
は
、
こ
れ
ら
全
て
が
言
語
の
意
味
に
よ
っ
て
実
体
化
さ
れ
な
い
言
語
的
意
味
解
釈
不
能
の
概
念
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
言
い

換
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
概
念
を
解
釈
す
る
た
め
の
解
読
コ
ー
ド
が
な
い
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
言
説
は
、
存
在
は
す

る
が
意
味
化
で
き
な
い
と
い
う
存
在
の
不
可
思
議
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
価
値
を
高
め
、
読
者
を
言
語
的
意
味
解
釈
を
超
え
た
「
不
言
の
教
」

で
あ
る
道
の
不
可
思
議
の
世
界
へ
と
誘
う
も
の
で
あ
り
、
意
味
理
解
を
促
す
こ
と
で
説
得
し
よ
う
と
す
る
言
語
戦
略
で
は
な
い
。
解
読
コ

ー
ド
も
な
く
、
意
味
も
明
確
に
さ
れ
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
る
こ
の
言
語
活
動
と
は
、
多
木
氏
が
「
誘
惑
は
、
受
け
手
の
所
有
す
る
理
解
の

コ
ー
ド
に
よ
っ
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
不
分
明
な
イ
メ
ー
ジ
を
含
ん
で
い
る
が
、
未
知
な
も
の
へ
の
欲
望
な
い
し
は
関
心
を
喚
起
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
い
か
な
る
衣
裳
の
モ
ー
ド
も
説
得
し
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
。
そ
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
も
全

体
も
た
だ
誘
惑
す
る
だ
け
で
あ
る
。
…
…
誘
惑
と
説
得
は
決
し
て
同
じ
場
を
つ
く
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
の
だ
。
誘
惑
に
制
限
は
な
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い
。
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
意
味
解
釈
不
能
を
逆
手
に
と
っ
て
他
者
・
読
者
を
自
己
の
世
界
へ
導
く
誘
惑
の
言
語
戦
略
だ
っ
た
の
で

あ
る
。

五
　
独
白
と
い
う
戦
略
-
モ
ノ
ロ
ー
グ
の
誘
惑
-

逗
子
』
と
い
う
テ
ク
ス
ト
は
、
考
え
の
異
な
る
他
者
及
び
他
者
の
視
線
を
通
し
て
質
問
し
そ
れ
に
応
答
す
る
と
い
っ
た
対
話
の
形
式

を
用
い
る
の
で
は
な
く
独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
選
択
し
ち
こ
の
よ
う
に
文
章
の
ス
タ
イ
ル
か
ら
し
て
も
r
老
子
」
は
・
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
で

は
な
く
モ
ノ
ロ
ー
グ
の
テ
ク
ス
ト
だ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
次
の
言
説
を
見
て
み
よ
う
。

絶
學
無
憂
。
唯
之
輿
阿
、
相
去
幾
何
。
善
之
輿
悪
、
相
去
若
何
。
人
之
所
長
、
不
可
不
畏
。
荒
今
末
央
哉
。
衆
人
配
…
配
…
、
如
享
太

牢
、
如
春
登
蓋
。
我
擴
泊
今
其
未
兆
、
如
嬰
兄
之
末
孫
、
偲
偲
今
若
無
所
掃
。
衆
人
皆
有
給
、
而
我
猫
若
退
。
我
愚
人
之
心
也
哉
、

四
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沌
沌
今
、
俗
人
昭
昭
、
我
濁
昏
昏
。
俗
人
察
察
、
我
濁
悶
悶
。
澹
今
其
若
海
、
尾
骨
若
無
止
。
衆
人
皆
有
以
、
而
我
猫
頑
似
都
。
我

猫
異
於
人
、
而
貴
食
母
。
(
2
0
)

こ
の
短
い
言
説
の
中
で
、
r
老
子
」
の
作
者
と
思
わ
れ
る
人
物
は
、
六
度
も
「
我
濁
」
を
繰
り
返
す
。
そ
し
て
、
我
の
心
だ
け
は
「
沌
滝
、

昏
昏
、
悶
悶
」
と
し
て
お
り
、
他
者
で
あ
る
俗
人
・
衆
人
の
心
は
「
昭
昭
、
察
察
」
と
し
て
い
て
、
両
者
の
間
に
は
決
定
的
な
溝
が
刻
ま

れ
、
内
面
世
界
が
共
有
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
r
老
子
」
が
何
を
語
ろ
う
と
も
、
そ
の
言
葉
を
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
者
な
ど
存
在
す
る
は
ず
が
な
い
。
こ
の
言
説
は
、
単
な
る
独
自
で
は
な
く
r
老
子
」
の
内
面
世
界
も
ま
た
他
者
に
開
か
れ
共

有
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
モ
ノ
ロ
ー
グ
の
世
界
で
あ
る
こ
と
を
示
す
独
白
な
の
で
あ
る
。

再
び
、
第
7
0
章
を
見
て
み
た
い
。

吾
言
甚
易
知
、
甚
易
行
。
天
下
莫
能
知
、
莫
能
行
。
言
有
宗
、
事
有
君
。
夫
唯
無
知
、
是
以
不
我
知
。
知
我
者
希
、
則
我
者
貴
。

既
に
論
じ
て
き
た
こ
と
か
ら
も
、
「
老
子
」
の
作
者
と
推
測
さ
れ
る
我
と
衆
人
・
俗
人
で
あ
る
天
下
の
人
々
と
の
間
に
、
r
老
子
L
の
言
説

が
理
解
で
き
る
解
読
コ
ー
ド
が
共
有
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
r
老
子
し
の
作
者
は
、
心
と
言
葉
に
お
い
て
、
他
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
立
す
る
基
盤
を
失
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
い
く
ら
r
老
子
」
が
我
言
は
理
解
し
や
す
い
し
実
践
し

や
す
い
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
言
語
を
理
解
す
る
た
め
の
解
読
コ
「
ド
を
構
成
す
る
内
面
世
界
を
共
有
し
な
い
限
り
、
そ
の
言
説
は

他
者
に
対
す
る
語
り
か
け
即
ち
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
と
は
な
り
得
な
い
。

ま
た
、
「
知
る
者
が
少
な
い
か
ら
こ
そ
価
値
が
あ
る
」
と
は
、
r
老
子
」
は
言
語
理
解
を
共
有
す
る
者
の
不
在
に
お
い
て
の
み
価
値
の
あ

る
テ
ク
ス
ト
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
自
己
完
結
の
世
界
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
モ
ノ
ロ
ー
グ
的
価
値
の
構
造
に
お
い
て

は
、
読
者
・
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
に
よ
っ
て
、
そ
の
価
値
の
意
味
が
言
語
的
に
理
解
さ
れ
知
ら
れ

る
こ
と
自
体
が
、
価
値
を
価
値
で
な
く
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
言
語
的
に
は
、
自
己
完
結
し
た
世
界
に
閉
じ
こ
も

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
意
味
世
界
の
拡
張
を
抑
制
す
る
こ
と
が
、
そ
の
価
値
の
保
持
に
つ
な
が
る
の
で
あ

五
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る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
テ
ク
ス
ト
『
老
子
』
は
、
他
者
に
言
語
的
意
味
理
解
を
求
め
る
こ
と
で
そ
の
存
在
価
値
を
零
に
す
る
た
め
の
ダ
イ
ア

ロ
ー
グ
の
言
説
で
は
な
く
、
自
己
充
足
的
言
語
世
界
に
閉
ざ
さ
れ
た
独
自
即
ち
モ
ノ
ロ
ー
グ
の
言
説
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
共
有
さ
れ
た
解
読
コ
ー
ド
に
基
づ
い
て
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
知
る
こ
と
即
ち
意
味
を
通
し
て
そ
れ
を
知
的
に
所
有
す
る
こ
と

で
あ
り
、
自
ら
の
世
界
を
広
げ
自
己
を
確
認
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
意
味
の
あ
る
営
み
で
は
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
知
る
対
象

は
知
ら
れ
た
瞬
間
に
そ
の
価
値
と
魅
力
を
喪
失
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
意
味
不
明
の
不
可
思
議
な
魅
力
を
放
つ
他
者
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
中
で
理
解
さ
れ
解
釈
さ
れ
て
自
己
に
同
一
化
さ
れ
輝
き
と
魅
力
を
失
っ
て
い
く
過
程
と
同
じ
で
あ
る
。
他
者
は
他
者
と
し
て
誘

惑
す
る
魅
力
を
失
い
単
な
る
ナ
ル
シ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
自
己
同
一
を
齋
す
も
う
一
人
の
自
己
に
過
ぎ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
r
老

子
』
は
こ
の
こ
と
を
明
確
に
認
識
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
「
知
る
者
が
少
な
い
か
ら
こ
そ
価
値
が
あ
る
」
と
、
そ
の
価
値
を
自
ら
の
モ
ノ
ロ

ー
グ
の
中
に
閉
じ
込
め
、
r
老
子
」
を
永
遠
に
意
味
に
よ
る
解
釈
不
能
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
封
印
し
た
の
で
あ
る
。

他
者
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
の
無
い
孤
独
の
淵
に
沈
潜
し
な
が
ら
も
、
理
解
さ
れ
れ
ば
存
在
価
値
を
失
っ
て
し
ま
う
と
い
う
二
律
背
反
に

二
重
拘
束
さ
れ
る
r
老
子
」
が
、
内
面
世
界
も
解
読
コ
ー
ド
も
共
有
し
な
い
他
者
に
対
し
て
採
っ
た
独
白
と
い
う
ス
タ
イ
ル
も
、
や
は
り

言
語
に
よ
る
意
味
了
解
を
困
難
に
し
、
読
者
が
「
老
子
」
を
意
味
的
に
解
釈
し
て
所
有
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
道
の
世
界
の
不
可
思
議
性

を
強
化
し
、
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
存
在
価
値
を
持
続
さ
せ
、
読
者
を
r
老
子
」
の
道
の
世
界
へ
と
誘
惑
す
る
言
語
戦
略
の
一
環
だ
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
r
老
子
」
と
は
、
他
者
・
読
者
が
言
語
的
に
理
解
し
ょ
う
と
し
て
も
、
常
に
そ
の
瞬
間
か
ら
言
語
的
意
味
理
解
と

い
う
場
を
す
り
抜
け
て
新
た
な
世
界
を
生
成
す
る
よ
う
意
図
し
て
作
ら
れ
た
巧
妙
な
誘
惑
の
テ
ク
ス
ト
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

六
　
更
な
る
誘
惑
へ

r
老
子
」
思
想
の
最
も
重
要
な
存
在
・
概
念
で
あ
る
道
、
聖
人
を
言
語
的
に
捉
え
る
解
読
コ
ー
ド
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
無
く
意
味
理
解

と
い
う
回
路
が
そ
の
最
初
か
ら
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
テ
ク
ス
ト
r
老
子
」
に
対
し
て
、
実
体
論
的
言
語
観
に
立
っ
て
意
味
解
釈
を
続
け
る
限

天
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り
、
そ
の
営
み
は
常
に
無
効
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
何
故
な
ら
、
以
上
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
r
老
子
」
と
い
う
テ
ク
ス
ト
自
体
が
、
決

し
て
言
語
の
意
味
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
思
想
を
構
築
し
た
も
の
で
は
な
く
、
道
・
玄
徳
の
意
味
を
不
明
化
す
る
、
固
有

名
詞
を
用
い
な
い
、
独
白
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
採
る
な
ど
の
言
語
戦
略
に
よ
っ
て
、
意
味
化
物
象
化
の
で
き
な
い
不
可
思
議
な
道
の
世
界

へ
他
者
・
読
者
を
誘
惑
す
る
テ
ク
ス
ト
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
老
子
」
と
い
う
テ
ク
ス
ト
は
、
意
味
理
解
に
よ
っ
て
知
的
に
一
体
化
し

所
有
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
意
味
解
釈
の
回
路
を
閉
ざ
し
、
意
味
解
釈
で
は
な
い
解
釈
の
地
平
を
開
く
不
可
解
で
不
可
思
議
な
誘
惑

の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
存
在
意
義
を
備
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
言
語
戦
略
は
、
結
局
は
、
解
読
コ
ー
ド
を
共
有
す
る
言
語
ゲ
ー
ム
内
の
出
来
事
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
r
老

子
」
は
、
こ
の
言
語
ゲ
ー
ム
を
超
え
た
世
界
へ
と
跳
躍
す
る
の
で
あ
る
。
「
老
子
L
と
い
う
テ
ク
ス
ト
が
、
読
者
を
し
て
言
語
的
に
「
老
子
」

を
解
釈
す
る
行
為
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
よ
う
導
く
テ
ク
ス
ト
の
目
的
、
そ
れ
は
次
の
言
説
に
示
さ
れ
て
い
る
。

天
之
道
、
不
争
而
善
勝
、
不
言
而
善
応
、
不
召
而
自
乗
、
椒
然
而
善
謀
。
(
7
3
)

言
わ
ず
し
て
善
く
応
じ
る
言
語
を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
天
の
道
と
し
、
言
語
に
よ
っ
て
読
者
を
言
語
的
解
釈
言
語
的
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
能
の
陸
路
に
追
い
込
み
、
や
は
り
言
語
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
道
の
世
界
へ
と
誘
惑
す
る
の
で
あ
る
。

言
語
で
捉
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
道
の
世
界
の
存
在
意
味
に
つ
い
て
言
語
に
よ
っ
て
記
述
す
る
こ
と
は
、
テ
ク
ス
ト
r
老
子
」
に
照
ら

せ
ば
紛
れ
も
無
い
矛
盾
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
矛
盾
と
不
可
能
性
を
承
知
で
、
言
語
ゲ
ー
ム
を
超
え
た
r
老
子
」
の
道
の
世
界

を
、
言
語
に
よ
っ
て
記
述
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
所
へ
と
テ
ク
ス
ト
r
老
子
」
は
我
々
を
誘
惑
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

注

①
　
ジ
ャ
ン
・
ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
は
、
解
釈
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
「
解
釈
と
は
、
あ
ら
わ
に
な
っ
て
い
る
言
説
の
仮
象
と
作
用

と
を
破
壊
し
て
、
潜
在
し
て
い
る
言
説
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
り
意
味
を
解
放
す
る
も
の
で
あ
る
。
…
…
解
釈
が
与
え
る
損
害
は
、
単
に

七
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(診　②

仮
象
の
領
域
に
お
い
て
計
り
知
れ
な
い
も
の
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
隠
さ
れ
た
意
味
の
特
権
的
な
探
求
の
な
か
に
大
き
な
誤
り
が
あ
る
」

(
『
誘
惑
の
戦
略
」
宇
波
彰
訳
　
法
政
大
学
出
版
会
-
宗
色

ソ
シ
ュ
ー
ル
〓
般
言
語
学
講
義
」
(
小
林
英
夫
訳
　
岩
波
書
店
-
澄
○
)
。

「
こ
の
発
語
行
為
と
は
、
大
よ
そ
、
〓
疋
の
意
味
(
s
e
n
s
e
)
と
言
及
対
象
と
を
伴
っ
て
一
定
の
文
を
発
す
る
こ
と
に
等
し
く
、
ま
た
、
こ
の

両
者
は
、
大
よ
そ
、
伝
統
的
な
意
味
に
お
け
る
意
味
(
m
e
a
㌢
g
)
に
等
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
こ
の
と
き
同
時
に
わ
れ
わ
れ
は
、

情
報
伝
達
、
命
令
、
警
告
、
受
領
等
の
発
語
内
行
為
、
す
な
わ
ち
、
〓
正
の
(
慣
習
的
な
)
発
言
の
力
を
も
つ
発
語
を
遂
行
し
て
い
る
の
で

あ
る
と
い
う
こ
と
も
述
べ
た
。
第
三
に
、
こ
の
と
き
わ
れ
わ
れ
は
、
同
時
に
ま
た
発
語
媒
介
行
為
を
も
遂
行
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

何
か
を
言
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
説
得
、
勧
誘
、
阻
害
、
さ
ら
に
は
、
驚
か
せ
た
り
誤
ら
せ
た
り
す
る
こ
と
な
ど
を
惹
き
起
こ
し
、
な
し
遂

げ
る
こ
と
で
あ
る
。
」
(
傍
点
原
著
F
言
語
と
行
為
』
坂
本
百
大
訳
　
大
修
館
書
店
-
雪
空
と
言
語
哲
学
者
J
・
L
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
言

っ
て
い
る
。

丸
山
圭
三
郎
氏
は
、
「
自
/
他
関
係
と
い
う
の
は
、
あ
ら
か
じ
め
確
固
た
る
自
己
同
一
性
を
備
え
た
自
分
と
他
人
と
い
う
実
体
が
、
契
約
の

如
き
も
の
を
結
ん
で
一
つ
の
関
係
に
入
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
関
係
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
自
己
と
他
己
が
生
ず
る
の
で
は
な
か
っ
た

か
。
」
　
(
『
生
命
と
過
剰
」
河
出
書
房
新
社
-
麗
台
と
言
っ
て
い
る
。

私
た
ち
の
身
体
と
は
、
生
け
る
自
然
で
あ
る
と
同
時
に
文
化
化
さ
れ
た
関
係
的
存
在
で
あ
り
、
(
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
身
体
)
で
あ
っ
て
、

精
神
と
か
心
に
対
立
す
る
(
物
)
と
し
て
の
ボ
デ
ィ
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
(
傍
点
原
著
　
丸
山
前
掲
書
)

『
老
子
』
の
言
説
に
関
し
て
は
、
『
王
弼
集
校
釈
」
中
華
書
局
を
基
に
『
河
上
公
本
」
、
r
馬
王
堆
烏
書
老
子
」
、
r
郭
店
竹
筒
老
子
」
を
参
照
し

た
。
こ
の
「
聖
人
」
は
「
河
上
公
本
」
に
依
っ
て
補
っ
た
。

金
谷
治
氏
は
、
「
r
老
子
」
に
お
い
て
こ
と
ば
に
た
い
す
る
懐
疑
と
不
信
は
強
い
。
」
(
r
老
子
」
講
談
社
学
術
文
庫
-
篭
3
と
言
い
、
森
三

樹
三
郎
氏
は
、
「
「
言
葉
」
に
信
用
を
お
か
ず
、
言
葉
に
よ
っ
て
は
真
理
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
立
場
を
と
る
老
子
」
と
言
っ
て

元
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い
る
。

⑧
　
「
イ
メ
ー
ジ
の
政
治
学
」
r
i
ヨ
a
g
O
」
第
1
巻
1
号
青
土
社
-
墨
○
所
収
。

⑨
　
世
界
の
名
著
r
老
子
・
荘
子
」
中
央
公
論
社
-
害
∞
。

⑲
　
中
国
古
典
選
1
0
r
老
子
」
上
、
朝
日
新
聞
社
-
害
宅

⑳
　
r
固
有
名
」
合
田
正
人
訳
　
み
す
ず
書
房
-
浩
奄

⑫
　
「
固
有
名
詞
の
矛
盾
-
そ
の
異
化
と
同
化
⊥
(
r
現
代
思
想
　
可
能
世
界
/
固
有
名
〓
S
u
所
収
)
。

⑬
　
多
木
前
掲
論
文
。

⑯
　
誘
惑
に
つ
い
て
、
ジ
ャ
ン
・
ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
は
「
誘
惑
に
お
い
て
は
、
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る
構
成
を
廃
棄
し
て
、
仮
象
の
魅
力
と
罠
を
こ

れ
に
代
置
す
る
た
め
に
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る
構
成
へ
と
向
か
う
の
は
、
(
意
識
的
ま
た
は
無
意
識
的
な
)
最
も
〈
表
層
的
)
な
も
の
に
お
け
る

ヒ

ン

タ

ー

ヴ

エ

ル

ト

あ
ら
わ
に
な
っ
て
い
る
も
の
、
言
説
で
あ
る
。
…
…
ひ
と
つ
の
言
説
を
よ
こ
に
そ
ら
せ
る
も
の
を
さ
が
す
場
所
は
、
背
後
の
世
界
ま
た
は

無
意
識
で
は
な
い
。
そ
の
言
説
を
本
当
に
転
位
さ
せ
、
本
来
の
意
味
で
(
誘
惑
〉
し
、
そ
の
言
説
を
誘
惑
的
な
も
の
に
す
る
の
は
、
そ
の
仮

象
そ
の
も
の
と
、
表
面
で
の
記
号
、
そ
の
屈
折
・
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
い
っ
た
も
の
の
、
偶
然
的
で
、
正
気
で
な
く
、
儀
礼
的
で
、
細
か
な
流

通
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
す
べ
て
が
意
味
を
保
持
し
て
い
る
も
の
を
消
去
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
誘
惑
的
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

言
説
の
意
味
が
誰
か
を
誘
惑
し
た
こ
と
は
か
つ
て
な
か
っ
た
。
意
味
の
す
べ
て
の
言
説
は
仮
象
を
終
ら
せ
る
こ
と
を
望
む
」
(
傍
点
原
著

ジ
ャ
ン
・
ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
前
掲
書
)
と
言
っ
て
い
る
。

⑮
　
小
川
環
樹
氏
に
、
「
r
老
子
L
は
、
ま
っ
た
く
独
自
体
で
あ
っ
て
、
読
者
だ
け
を
相
手
に
し
て
い
る
。
」
(
r
老
子
」
中
公
文
庫
-
当
山
)
と
の
指

摘
が
あ
る
。

孟
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"The discourses of Laozi 『老子』 as strategies

Keij i HASHIMOTO

To look at the discourses in the text of Laozi, one can see that there is a strategy of

persuasion in the first place. The text persuades readers to disorganize such received

values, and to dismantle the received decoding system. Before the reader finds his way

into that dismantling process, Laozi makes the reader hold common understanding, by

utilizing the signifying function of the language. And he proceeds to help the reader

understand the invalidity of the decoding system, and then to abandon and reorganize it.

Besides, the discourses that su汀ound the Dao道and an ideal being, Shengren聖人∬e

something that the text of Laozi neither express nor understand. Those discourses do not

help or persuade the reader into understanding any signification, but put themselves

under indeterminacy of meanings and hereby heighten the significance of the existence

of Dao and Shengren. They adopt the strategy of seduction and lead the reader into the

world beyond the interpretation of meanings through the language.

Laozi thus allures the reader into the world of Dao through the linguistic strategies of

persuasion and seduction. Its monologic style strengthens the seductive characteristic of

the text. The reader never reads this monologue without being enticed to the world of

Dao in Laozi, and at the same time, they are neither equipped with the set decoding

system of signification, nor with the definite text of Laozi.




